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問問合せ　申申込み

催し物などが中止や延期となる可能性があります。

いただくか、担当部署にお問い合わせください。

ま
す
。
こ
の
単
位
区
設
定
は
、
10

月
実
施
予
定
の
「
令
和
５
年
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
」
の
調
査
対
象
区

域
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
円
滑
な

実
施
と
結
果
精
度
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。
１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
統
計

指
導
員
が
「
住
宅
」
と
「
住
宅
以

外
で
人
が
居
住
す
る
建
物
」
の
数

な
ど
の
状
況
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
政
策
調
整
課
統
計
係

☎
（２０）
３
０
０
１

景
観
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

▼
日
時
＝
１
月
27
日

（金）
午
後
３
時

～
４
時
30
分
（
午
後
２
時
45
分

開
場
）　

▼
会
場
＝
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
（
市
役
所
１
階
）

▼
講
師
＝
堀
繁
さ
ん
（
東
京
大
学

名
誉
教
授
）　

▼
定
員
＝
先
着
70
人
※
予
約
優
先

▼
費
用
＝
無
料

申
都
市
計
画
課
☎

（２０）
３
１
０
０

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

３
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

▼
日
時
＝
１
月
29
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
１
時　

▼
会
場
＝
み
か
も

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
各
講
座
の
持
ち
物
は
、
申
し
込

み
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

①
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
づ
く
り

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
定
員
＝
先
着
５
人

▼
費
用
＝
無
料

②
親
子
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
＝
先
着
４
組
（
１
組
２
人
）

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

▼
費
用
＝
１
組
当
た
り
千
円

③
新
聞
紙
マ
イ
バ
ッ
グ
づ
く
り

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
＝
時
間
内
自
由
に
参
加
可

能
（
場
合
に
よ
り
人
数
制
限
あ
り
）

▼
費
用
＝
無
料

④
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

⑤
家
具
・
自
転
車
な
ど
の
再
生
品

展
示
提
供　

※
展
示
期
間
は
１
月
23
日

（月）
～
２

月
10
日

（金）
（
日
曜
日
は
除
く
）

▼
提
供
価
格
＝
５
０
０
円
～
５
千

円
程
度
※
１
人
１
点

⑥
施
設
見
学
会

▼
集
合
時
間
＝
午
前
11
時

申
①
②
は
１
月
６
日

（金）
～
20
日

（金）

の
間
に
電
話
に
て
環
境
政
策
課

☎
（２３）
８
１
５
３

⑤
は
展
示
期
間
内
に
、
往
復
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
（
必
着
）
ま
た
は
直
接
同
課

〒
３
２
７
‐
０
８
１
２　

佐
野
市
町
谷
町
２
０
６
‐
１
３

環
境
政
策
課

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

男
女
共
同
参
画
講
演
会

（
パ
レ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
）

▼
日
時
＝
２
月
４
日

（土）
午
後
１
時

～
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市

文
化
会
館　

▼
演
題
＝
憲
法
を

も
っ
と
あ
な
た
に
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
知
っ
て
幸
福
度
ア
ッ
プ
～

▼
講
師
＝
四
谷
姉
妹
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
１
５
０
人

▼
費
用
＝
無
料

申
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

単
位
区
設
定
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
で
は
２
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
「
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
単
位
区
設
定
」
を
行
い

お
知
ら
せ

人にやさしいまちづくりは

コミュニティ活動から

■問合せ＝生涯学習課 ☎（２０）３１０９

　今年度、赤見地区コミュニティ推進協議会が、（一

財）自治総合センターからの宝くじの一般コミュニ

ティ助成金を受けて、液晶テレビやノートパソコン、

プロジェクター、空気清浄機などの備品を購入しま

した。これからも地域の活性化のために、コミュニ

ティ活動への積極的な協力や参

加をお願いします。※コミュニ

ティ助成事業は、（一財）自治総

合センターが、宝くじの社会貢

献広報事業として、宝くじの受

託事業収入を財源に実施してい

る助成事業です
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

最新の情報は市ホームページをご覧

契
約
は
慎
重
に
！

　

契
約
は
い
っ
た
ん
成
立
す
る
と

法
的
な
責
任
が
生
じ
、
自
己
都
合

で
簡
単
に
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
契
約
内
容
な
ど
を
よ
く
確

認
し
、
慎
重
に
責
任
を
持
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
（
局
番
な
し
）
１
８
８

緊
急
通
報
装
置
に
つ
い
て

　

２
月
か
ら
固
定
電
話
が
な
い
方

で
も
携
帯
電
話
型
の
通
報
装
置
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
で
要
支
援
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
ま
た

は
心
臓
、
脳
、
呼
吸
器
系
の
疾
患

が
あ
る
方
の
み
で
構
成
す
る
世
帯

※
申
請
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
協

力
し
て
く
だ
さ
る
方
の
氏
名
、
緊

急
連
絡
先
、
民
生
委
員
の
署
名
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
型

緊
急
通
報
装
置
の
利
用
は
、
固
定

電
話
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
、
自

分
の
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
方

に
限
り
ま
す

問
い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

遺
跡
分
布
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

　

埋
蔵
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め

に
、
遺
跡
の
分
布
状
況
を
調
査
し

ま
す
。
目
視
に
よ
る
確
認
が
可
能

な
場
所
で
、
土
地
の
表
面
に
あ
る

土
器
・
石
器
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　

調
査
で
は
、
身
分
証
を
携
帯
し

た
調
査
員
が
、
個
人
の
所
有
地

（
畑
、
水
田
、
山
林
、
竹
藪
な
ど
）

に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
区
域
＝
田
沼
地
区
（
旧
田

沼
町
域
）

▼
調
査
時
期
＝
１
月
～
２
月

問
文
化
財
課
☎

（２５）
８
５
２
０

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し

て
、
学
用
品
費
、
給
食
費
、
医
療

費
な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

　

令
和
５
年
度
の
申
請
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
の
で
詳
細
は
就
学

先
の
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課

（
３
階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎

（２０）
３
１
０
７

公私教育連絡協議会について

　公私教育連絡協議会は、市立・県立・私立学校の義務教育に共通する諸課題について、協議・連携し、

本市全体の教育力の向上および教育振興を目的として、令和４年５月に発足しました。

　８月に開催した教員の交流研修では、小学校教育研究会理科部会研修会で、毎年県立佐野高等学

校附属中学校２年生が受講している特別授業（講師：宇都宮大学教授）を体験し、思考力を高める

方法を学びました。別日に開催した中学校教育研究会英語部会

研修会では、佐野日本大学中等教育学校の「タブレット端末を

活用した英語授業」についての実践発表を聞き、先進的な英語

教育について学ぶ機会となりました。

　学んだ情報を自校に持ち帰り、学校・学級の実態に合ったス

タイルに変えて授業を行うことで、授業改善や自身のスキル

アップにつなげていくことが期待されます。

■問合せ＝教育総務課 ☎（２０）３１０６




